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　5月8日以降に同感染症を
発症し、傷病休業給付金を
請求される際には、必ず①
休業期間中に親族以外の第
三者の医師に受診（電話、オ
ンライン受診含む）し、②
受診先医療機関から休保共
済会所定の医療証明書を取
り付け、ご提出ください。休

業期間中に第三者の医師に
受診のない場合は給付対象
となりませんのでご留意く
ださい。
　不明な点や給付要件の詳
細はご所属の保険医協会・
保険医会にお問い合わせく
ださい。

休業保障制度
新型コロナウイルス感染症による

請求の留意点
　新型コロナウイルス感染症により休業される際に
はすみやかに（可能な限り休業期間中に）ご所属の保
険医協会・保険医会にご連絡ください。

5月８日の類型見直し以後の発症・休業について

政府が招いた供給不安

薬
価
抑
制
が
背
景
に

　
医
薬
品
不
足
の
根
本
原
因
と
解
決
の
方
向
性
を
考
え

る
。
第
1
回
は
後
発
品
メ
ー
カ
ー
の
法
令
順
守
の
欠
如
に

端
を
発
し
て
、
広
範
囲
に
広
が
る
後
発
品
供
給
不
足
の
背

景
を
考
え
る
。
政
府
は
医
療
費
削
減
目
的
で
後
発
品
の
シ

ェ
ア
拡
大
を
推
進
す
る
一
方
で
、
安
定
供
給
に
対
す
る
責

任
が
欠
如
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
1
面
か
ら
）

Ｇ
Ｍ
Ｐ
違
反
が
定
着

　
日
医
工
に
業
務
停
止
命
令

を
下
し
た
富
山
県
は
、
県
薬

事
審
議
会
で
製
造
不
正
が
起

こ
っ
た
原
因
や
改
善
策
を
ま

と
め
た
報
告
書
を
作
成
し
て

い
る
。
日
医
工
で
は
、
品
質

規
格
の
試
験
に
適
合
し
な

か
っ
た
製
品
を
基
準
に
従
わ

な
い
方
法
で
再
加
工
処
理
し

出
荷
す
る
な
ど
、
医
薬
品
の

製
造
管
理
と
品
質
管
理
の
方

法
を
定
め
た「
Ｇ
Ｍ
Ｐ
基
準
」

違
反
が
定
着
し
て
い
た
。
報

告
書
で
は
、
法
令
順
守
の
意

識
が
欠
如
し
た「
出
荷
優
先
」

の
体
制
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
報
告
書
は
「
生
産
や

試
験
の
体
制
を
整
え
る
の
が

追
い
付
か
な
い
ほ
ど
、
生
産

量
が
増
加
し
た
背
景
に
は
、

国
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
施
策
が
あ
る
」
と

も
指
摘
し
て
い
る
。

　
政
府
は
、
後
発
品
の
使
用

促
進
を
２０
年
来
進
め
て
き
た
。

目
的
は
医
療
費
削
減
だ
。
小

泉
政
権
下
の
２
０
０
２
年
、

後
発
品
を
処
方
し
た
場
合
に

処
方
箋
料
が
２
点
高
く
な
る

改
定
を
行
っ
た
の
を
皮
切
り

に
、
診
療
報
酬
の
評
価
を
広

げ
医
療
機
関
・
薬
局
で
の
需

要
拡
大
を
図
っ
た
。
０5
年
に

３２
・
５
％
だ
っ
た
後
発
品
の

数
量
シ
ェ
ア
は
１5
年
に
は

5６
・
２
％
ま
で
伸
び
た
。
こ

の
流
れ
は
安
倍
政
権
下
で
さ

ら
に
加
速
す
る
。

　
厚
労
省
は
１３
年
に
「
後
発

医
薬
品
の
さ
ら
な
る
使
用
促

進
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
ま
と
め
、
１７
年
度
中
に
数

量
シ
ェ
ア
を
６０
％
以
上
と
す

る
目
標
を
立
て
て
い
た
。
し

か
し
、
１5
年
に
財
務
省
は
こ

の
目
標
を
8０
％
に
引
き
上
げ

る
よ
う
提
言
。
結
果
、
こ
の

年
の
「
骨
太
の
方
針
」
で
は
、

「
１７
年
半
ば
に
７０
％
以
上
。

１8
年
度
か
ら
２０
年
度
末
ま
で

の
間
の
な
る
べ
く
早
い
時
期

に
8０
％
以
上
」
と
記
載
さ
れ

た
。
製
造
現
場
の
実
態
に
配

慮
な
く
国
が
促
進
策
を
推
し

進
め
た
こ
と
で
、
品
質
確
保

が
追
い
付
か
な
い
状
況
を
生

み
出
し
て
い
っ
た
。

後
発
品
に
影
響
大
き

い
医
療
費
削
減

　
本
来
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
も
、
Ｇ
Ｍ
Ｐ
基
準
に
従
っ

て
製
造
・
品
質
管
理
を
行
い

安
定
供
給
す
る
こ
と
は
製
薬

企
業
の
義
務
だ
。し
か
し
、先

の
富
山
県
薬
事
審
議
会
の
報

告
書
は
、「
薬
価
の
極
端
な
低

下
に
よ
り
、（
中
略
）
安
定
供

給
に
資
す
る
生
産
体
制
を
構

築
す
る
た
め
に
必
要
な
利
益

を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
も
指
摘
す
る
。

　
現
在
、
バ
イ
オ
医
薬
品
以

外
の
後
発
品
が
最
初
に
薬
価

収
載
さ
れ
る
と
き
、
新
薬
薬

価
の
5０
％
で
算
定
さ
れ
る
が
、

１
９
９
６
年
ま
で
は
９０
％
で

算
定
さ
れ
て
い
た
。
国
は
そ

も
そ
も
の
値
付
け
を
段
階
的

に
引
き
下
げ
て
き
た
。

　
加
え
て
改
定
の
た
び
の
薬

価
引
き
下
げ
も
、
後
発
品
に

よ
り
大
き
な
影
響
が
出
る
構

図
が
あ
る
。
薬
価
は
前
年
の

流
通
価
格
を
基
に
改
定
さ
れ
、

原
則
、
下
が
り
続
け
る
。
こ

の
中
で
、
新
薬
の
薬
価
を
維

持
し
た
い
メ
ー
カ
ー
の
意
向

が
影
響
し
、
後
発
品
は
流
通

価
格
が
下
が
る
割
合
が
新
薬

と
比
べ
て
２
～
３
倍
大
き
く

な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
そ
の
後
の
薬
価
改
定
に
反

映
さ
れ
る
。
２１
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
薬
価
中
間
年
改

定
が
、
こ
う
し
た
傾
向
に
拍

車
を
掛
け
て
い
る
。

　
薬
価
は
国
が
進
め
る
社
会

保
障
費
自
然
増
削
減
策
の
中

で
も
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め

る
。
今
年
度
の
社
会
保
障
予

算
で
も
１
５
０
０
億
円
の
削

減
の
う
ち
、
薬
価
改
定
分
か

ら
お
よ
そ
半
分
の
７
２
２
億

円
が
ね
ん
出
さ
れ
た
。

　
薬
価
が
下
が
っ
て
も
生
産

コ
ス
ト
が
下
が
る
わ
け
で
は
な

い
。
今
年
８
月
時
点
で
、
原
価

高
騰
の
影
響
で
、販
売
管
理
費

等
を
含
め
る
と
赤
字
に
な
る
品

目
が
後
発
品
全
体
の
３
割
を

超
え
て
い
る
（
日
本
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
製
薬
協
会
調
査
）。

　
医
療
費
削
減
を
目
的
に
、

一
方
で
後
発
品
使
用
促
進
策

を
急
速
に
進
め
な
が
ら
、
並

行
し
て
後
発
品
薬
価
を
集
中

的
に
引
き
下
げ
て
き
た
こ
と

で
、
日
常
医
療
に
広
く
普
及

し
た
後
発
医
薬
品
の
安
定
供

給
体
制
を
政
府
自
身
が
切
り

崩
し
て
き
た
。

麻
酔
に
関
す
る
費
用
を
算
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

　
２
０
２
４
年
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
た
保
団

連
要
求
を
連
載
で
紹
介

す
る
。

歯科　
歯
科
に
お
け
る
日
常
診
療

に
お
い
て
多
く
を
占
め
る
処

置
で
使
用
さ
れ
る
麻
酔
薬
剤

料
、
麻
酔
料
に
つ
い
て
は
、

相
変
わ
ら
ず
評
価
が
な
い
。

手
術
と
同
様
に
使
用
し
た
麻

酔
薬
剤
料
は
別
途
算
定
で
き

る
取
り
扱
い
と
す
べ
き
で
あ

る
。
当
面
１
２
０
点
未
満
の

処
置
に
つ
い
て
は
、
歯
周
治

療
な
ど
「
麻
酔
の
費
用
は
含

ま
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
処

置
に
つ
い
て
は
、
浸
潤
麻
酔

の
手
技
料
も
算
定
で
き
る
よ

う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
歯
冠
修
復
・
欠
損

補
綴
に
お
い
て
、
歯
冠
形
成
、

う
蝕
歯
即
時
充
填
形
成
、
う

蝕
歯
イ
ン
レ
ー
修
復
形
成
の

麻
酔
に
関
す
る
費
用
を
別
途

算
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴

で
使
用
さ
れ
る
麻
酔
薬
剤

料
、
麻
酔
料
に
つ
い
て
も
、

相
変
わ
ら
ず
評
価
が
な
い
。

当
面
、
使
用
し
た
麻
酔
薬
剤

料
は
別
途
算
定
で
き
る
取
り

扱
い
と
し
、
浸
潤
麻
酔
の
手

技
料
も
算
定
で
き
る
よ
う
に

す
る
べ
き
で
あ
る
。
処
置
と
、

歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴
に
お

け
る
「
麻
酔
の
費
用
は
含
ま

れ
る
」
と
の
規
定
を
そ
れ
ぞ

れ
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。

①


